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～第１回『ＢＭ-１グランプリ』～

　第１回 『ＢＭ-１グランプリ』が４月21日、クウィ

ンス森吉で開催され、20の団体・個人が31品を

出品し、自慢の味を競い合いました。前田地区では、

バター餅が日常的にお茶うけとして食されており、

その家庭の味を多くの人たちに知ってもらおうと

開かれたものです。　　　　　　（16頁に関連記事）

お味はいかが？

我が家自慢のバター餅

お味はいかが？

我が家自慢のバター餅

お味はいかが？

我が家自慢のバター餅

お味はいかが？

我が家自慢のバター餅



北秋田市防災情報メール

　北秋田市では、防災情報をより多くの市民の皆さんにお伝えできるよう、情報伝達手段
の多様化を図っています。昨年始めたNTTdocomo無料サービス「エリアメール」に加え、
新たな情報伝達手段の一つとして、全国瞬時警報システム（J-ALERT）から送信される
緊急地震情報などの緊急情報や、市が発表する避難情報などを、あらかじめ携帯電話や
パソコンのメールアドレスをご登録された方に対して、メールでお知らせします。
　緊急時のために、ぜひ「北秋田市防災情報メール」の登録をお願いします。

▼北秋田市防災情報メール▲
防災情報をメールでお知らせします防災情報をメールでお知らせします

▼北秋田市防災情報メール▲

地震情報・気象警報等

消防庁

人工衛星

北秋田市役所

携帯電話・パソコン等

電子メール電子メール

◆配信のイメージ◆配信のイメージ

◆配信条件◆配信条件

　携帯電話（電話会社は問いません）やパソコンなどをお持ちの方で、「北秋田市防災情報メー
ル」にメールアドレスを登録された方に配信します。
　このサービスへのご登録は無料ですが、通信費用はご登録者の負担となります。

◆配信情報◆配信情報

NO.
１
２
３

４

５

北秋田市が配信する避難情報
国民保護情報
緊急地震速報

気象情報

登録者が配信を希望する災害情報

避難勧告・避難指示
有事情報に関する情報
推定震度４以上の地震
気象警報
土砂災害警戒情報
記録的短時間大雨情報
指定河川洪水予報
地震情報、津波情報等

北秋田市
北秋田市
秋田県内陸北部
秋田県内陸北部
北秋田市
北秋田市
米代川

配信情報 配信条件・内容 配信内容の対象地域・河川

■「全国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）」とは…
　内閣官房から送信される有事関係情報、気象庁から送信される自然災害関係情報など、対処に時間
的余裕がない事態が発生した場合に総務省消防庁から人工衛星を通じて地方公共団体に送信し、その
情報を市民の皆さんにお伝えするためのシステムです。
■NTTdocomo無料サービス「エリアメール」との違い
　携帯電話会社や機種を問わず、電波状態が悪い場合や市外でも、遅れることはありますが受信でき
ます。なお、事前にメールアドレスの登録が必要で、通信費用は登録者の負担になります。

ジ ェ イ ア ラ ー ト

◆登録方法◆登録方法

◎お問い合わせ・・・総務課危機管理班　☎６２－１１１１

▼携帯電話の方▼携帯電話の方

▼パソコン等の方▼パソコン等の方
　北秋田市ホームページ（ http://www.city.kitaakita.akita.jp/ ）へアクセスし、トップペー
ジの “北秋田市防災情報メール” のバーナーから手順に従って登録を完了してください。

　次のＱＲコードを
携帯電話で読み取り
「北秋田市防災情報
配信システムのご案
内」ページへアクセ
スしてください。

手 順 １ 手 順 ２

　ユーザ登録用のページから
「１．配信登録・配信情報変更
について」
を選択しま
す。

北秋田市防災情報配信
システムのご案内
避難勧告、避難指示な
どの避難情報や、災害
情報などのメール配信
を希望される方は、下
記の内容をご確認の
上、お申込みください。

手 順 ３

　表示されている内容を確認した後、「配
信登録」を選択します。
　選択すると、使用
している携帯電話、
パソコン等で使用さ
れているメールソフ
トが起動され、メー
ル送信画面が表示さ
れます。
　題名、本文は変更
せずに、そのままメー
ル送信を行います。

・北秋田市防災情報配
信システムからのメー
ルは市からの配信専用
です。メールでのお問
い合わせは北秋田市役
所 総務部 総務課 危機
管理班までお願いしま
す。

　配信登録

手 順 ４

　メール送信後しばらくすると、携帯
電話、パソコンに登録案内メールが受
信されます。
　登録案内メー
ルを開き、本文
に記載されてい
るＵＲＬをクリッ
クして、本登録用
Ｗｅｂページにア
クセスします。

手 順 ５

　本登録用Ｗｅｂページに表示
されているメールアドレス、提
供される情
報の種類を
確認後、画
面下部にあ
る「送 信」
ボタンをク
リックしま
す。

配信登録メニュー
■登録するメールアドレ
スを入力してください。
E-Mail：aaa@ezweb.ne.jp
■地域を選択してくだ
さい。
　鷹巣
■防災情報から提供さ
れる情報について
不要な情報については
チェックを外してくだ
さい。

手 順 ６

　登録完了ページが表
示され、登録完了です。

（登録完了）

ご登録ありがとうござ
いました。

トップに戻る

配信登録・配信情報変
更について

配信停止について

メールアドレスを変

1.

2.

3.

＜北秋田市防災情報配
信システム登録案内＞
北秋田市防災情報配信
システムにお申込ご希
望の方は、
下のアドレスをクリック
してお手続きページへ
アクセスしてください。
http://nscraftems.ec-
net.jp/cgi-bin/n-akita/tor
oku sentaku.cgi?md=
2&param=827D877C7D7E

▼

広報きたあきた　2012.　5.　13 2広報きたあきた　2012.　5.　1



入園前(１歳～）の子供とママ（保護者）が集まり、親子で体操、
絵本の読み聞かせなどで一緒に遊びます。（無料）
開催日　４月～３月
　　　　第２月曜日　10：00～11：30
講　師　石郷岡順子さん・村上美保子さん・浅野厚子さん
対　象　親子　　定　員　３０組

公民館講座で趣味や学習を深めてみませんか

◆申込方法

◆募集期間

①希望講座②氏名③住所④電話番号を各公民館までお知らせください。申込み多数の場合は抽選となります。
（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、定員になり次第締め切ります）
抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担となります。
お問い合わせ・申込みは各公民館へ。

５月７日(月)午前９時から ５月14日(月)午後５時まで

中央公民館（TEL：62 - 1 1 3 0　FAX：62 - 1 6 6 9）
母と子のわくわく広場

ちりめんを利用して、おしゃれな小物をつくってみま
せんか。（要材料代）
開催日　６月～２月　
　　　　第１・２火曜日　13：30～16：00
講　師　菊地洋子さん
定　員　２０人

ちりめん小物講座
身体全体を使って声をだすゴスペルソングの魅力にふ
れてみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第１木曜日　18：30～20：00
講　師　ゴスペルクワイヤ
　　　　「THE POWER PRAISE]　　定　員　３０人

ゴスペル講座

新聞紙や包装紙でエコバックやブローチ、端切れでマ
イ箸入れを作ったり、身近なところからエコ生活を始
めませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第３水曜日　10：00～11：30
講　師　山野内キミ子さん　　定　員　２０人

手づくりエコライフ
ツル性植物を育て、夏の暑い日差しを遮る「緑の
カーテン」を作ります。土づくりや管理方法、
実のなるものは調理方法まで学びます。(無料）
開催日　６月～２月
　　　　第４木曜日　10：00～12：00
講　師　松岡誠三さん　　定　員　２０人

育てるエコライフ

いろいろな講話を参考に、新しいライフスタイルを発
見してみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第３木曜日　13：30～15：00
講　師　毎月替わります（未定）
定　員　３０人

グッドライフ講座

軽快な音楽に合わせて、ヒップホップダンスを踊り、
心も体もリフレッシュしましょう。（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２・４金曜日　19：00～20：30
講　師　佐藤光子さん
対　象　小学生～一般　　定　員　３０人

「DIY(Do It Yourself)=自身でつくろう」をテーマに、網戸の
張替え、床・壁の補修、障子紙・ふすま紙の張替えなど、
あらゆる家庭のお手入れに挑戦します。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第４火曜日　10：00～12：00
講　師　池端宏記さん　　定　員　１５人

ヒップホップダンスで踊らナイト

身近なＤＩＹ講座
もっと身近に、もっと楽しく韓国の魅力にふれましょ
う。（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第１･３火曜日　18：30～20：00
講　師　山田チャン・スクヒさん
定　員　１５人

韓国語入門講座

ベスト・カーディガン・バック・編みぐるみなどかぎ針を使っ
て季節に合った作品を編みます。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第２金曜日　10：00～15：00
講　師　菊地洋子さん
定　員　１５人

かぎ針編み講座
合川公民館（合川農村環境改善センター　TEL：78-2114　FAX：78-2106）

ご祝儀袋等の氏名書き、手紙の宛名書きなど、暮らしの中
で時折使う書を筆ペンで気軽に学びます。（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２木曜日　10：00～12：00
講　師　河井千代子さん
定　員　１５人

筆ペン講座
手近（地元）にある食材を使って美味しい家庭料理を作り
ませんか。エコ・食育を含む。男性大歓迎！（要材料代）
開催日　６月～ 12月　
　　　　第３水曜日　10：00～13：30
講　師　田村弘子さん
定　員　１５人

手近な食材でおいしい家庭料理講座

色々な物を題材に、楽しく絵手紙を書いてみませんか。
開催日　６月～２月　（要材料代）
　　　　第２水曜日　10：00～12：00
講　師　新田チマさん　
定　員　１５人

楽しい絵手紙講座

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　TEL：72-3259　FAX：72-3374）

デジタルカメラの初歩的知識と撮影方法を学びます。
（要保険料・外）
開催日　6/16   7/21   9/8   10/20
　　　　10：00～12：00（内容により時間変更あり）
講　師　成田陸雄さん
定　員　１０人

フォトライフ講座
峠のシルバー５の生演奏で、昔なつかしい想い出の曲をいっ
しょに歌って楽しみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第４金曜日　10：00～12：00
講　師　峠のシルバー５　
定　員　多数

歌声サロン

平成24年度 北秋田市公民館定期講座 受講生
募集

いろいろな講話を聴いたり、スポーツや屋外での体験
などで、人生をエンジョイしませんか。（無料）
開催日　６月～１２月
　　　　第１木曜日　10：00～12：00
講　師　市体育指導員外　定　員　２０人

はつらつエンジョイ教室

講話を聴いたり、移動研修で、人生をさわやかに過ごしま
せんか。（要保険料）
開催日　６月～２月
　　　　第４水曜日　13：30～15：00
講　師　講師多数（内容により時間変更あり）
定　員　３０人

ハッピーライフ講座
自然を散策しながら、名所や文化にふれます。ウォーキン
グしながら、リフレッシュしませんか。（要保険料・外）
開催日　6/13   7/26    9/26   10/26
　　　　9：00～16：00（内容により時間変更あり）
講　師　講師多数
定　員　２５人

ぶらり散策

中央公民館合川公民館・森吉公民館

「かぎ針編み」で簡単な小物、ニットを作ってみましょ
う。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第３月曜日　10：00～12：00
講　師　笠井みずえさん
定　員　１２人

ニットあみ編み講座～初心者向け～

かんたんリメイク講座
眠っている洋服などを、捨てる前にもう一度再利用し、
服や小物などを作ります。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第２火曜日　13：30～16：00
講　師　木村久子さん
定　員　１５人

　おしゃれ工房 リフレッシュ軽運動講座
エコクラフト、かぎ針編み等、色々な物づくりに挑戦しま
せんか?貴方だけのオリジナル作品を作りましょう。（実費）
開催日　６月～２月
　　　　第４月曜日　9：30～12：00 
　　　　　(内容により時間変更あり）
講　師　講師多数　　定　員　２０人

どなたでも簡単にできる軽スポーツ運動を楽しみましょう。
初心者大歓迎です。会場は森吉総合スポーツセンターです。
（要保険料）
開催日　６月～２月
　　　　第３月曜日　10：00～12：00
講　師　講師多数　　定　員　２０人
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※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます鷹巣地区公民館定期講座　

阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　TEL：82-2220　FAX：82-2221）

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　TEL：72-3259　FAX：72-3374）

森吉公民館・阿仁公民館

眠っている洋服などを捨てる前に再利用し、服や小物など
を作ってみませんか。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第４火曜日　13：30～15：00
講　師　木村久子さん
定　員　１５人

洋裁リフォーム講座

古典琴を半分の大きさにした文化箏を演奏してみませんか。
初心者でも簡単に演奏できます。（要箏の爪代）
開催日　６月～２月　
　　　　第１・３水曜日　13：00～14：30
講　師　柴田祐子さん
定　員　１０人

文化箏講座

阿仁の自然や歴史、料理、手作りグッズ、現代的生活課題
などを学んでみませんか。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第４水曜日　19：00～20：30
講　師　蒲美里子さん
定　員　１５人

趣味の生活講座

◆趣味悠々講座
広く趣味の発掘をしましょう。
開催日　６月～２月
　　　　第２水曜日　10：00～12：00
講　師　戸澤信利さん外
定　員　１５人
◆健康講座
リズムに合わせ、手足を動かし、健康保持に努めましょう。
開催日　６月～９月
　　　　第２・４土曜日  19：00～21：00
講　師　松岡時子さん
定　員　１５人

◆楽しい囲碁講座
考える力がつく囲碁を楽しみながら学びましょう。
開催日　６月～２月
　　　　第２・４水曜日13：00～16：00
講　師　小坂昭雄さん
定　員　１０人
◆やさしい美術講座
美術を基礎から学びながら描く楽しさを味わいませんか。
開催日　６月～２月
　　　　第４木曜日　13：00～15：00
講　師　松尾秀一さん
定　員　１０人
◆健康ウォーキング講座
自然を満喫し、正しい歩き方で日頃の運動不足を解消。
開催日　６月～ 11月
　　　　第３木曜日　9：30～12：00
講　師　市スポーツ推進員　佐藤郁子さん
◆家庭菜園講座
手軽に栽培収穫できるオクラ、シシトウなどに挑戦。
開催日　６月～ 11月
　　　　第４金曜日　9：30～12：00
講　師　ＪＡ鷹巣町営農部園芸畜産課
定　員　１０人

◆ユニカール入門講座
初心者対象です。
開催日　６月～２月
　　　　第２・４水曜日　19：00～21：00
講　師　戸嶋金弘さん
定　員　２０人

◆つるしひなかざり講座
着物のはぎれなどを使い、つるしひなかざりや袋ものなど
に挑戦してみませんか。
開催日　６月～２月
　　　　第２・４日曜日　9：30～11：30
講　師　菊地洋子さん
定　員　１５人
◆はつらつ健康体操講座
いつまでも元気ではつらつとした健康づくりに！
開催日　６月～２月
　　　　第１火曜日　19：00～21：00
講　師　桜井京子さん
定　員　２０人

◆社交ダンス講座
初歩からのダンス講座です。
開催日　６月～２月
　　　　第２水曜日　19：00～21：00
講　師　松橋秋雄さん
定　員　１５人
◆料理講座
地域の食材を使った料理作りです。
開催日　６月～２月
　　　　第２火曜日　9：30～12：00
講　師　佐藤絹子さん
定　員　１０人

◆健康づくり～ストレッチ体操・ウォーキング～
体も心もリフレッシュしましょう。
開催日　６月～２月
　　　　第２水曜日　9：30～11：00
講　師　畠山洋子さん
定　員　２０人
◆手芸講座
開催日　６月～２月
　　　　第１水曜日　9：30～12：00
講　師　菊地洋子さん
定　員　２０人
◆歌でつなごう　仲間づくり
楽しく歌って仲間づくりをしましょう。
開催日　６月～２月
　　　　第２月曜日　10：00～11：30
講　師　金新佐久さん
定　員　３０人

生きがいを持って充実した人生を！！

誰でも簡単にできる楽しい切り絵をしてみませんか。初心
者大歓迎です。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第２月曜日　13：30～15：00
講　師　伊藤四郎さん
定　員　１５人

楽しい切り絵講座

鷹巣地区公民館

生涯学習は、自己の充実、向上を目指すもの

沢口公民館（62-4829）

綴子公民館（62-1472）

昔ながらの地域に残っている食文化を見直し、伝え合
いませんか。（要材料代）
開催日　６月～12月
　　　　第２木曜日　10：00～13：00
講　師　斉藤イヨ子さん外 
定　員　１５人

昔ながらの食文化を学ぶ

入園前（１歳～）の子どもとママ（保護者）が集まり、子ども同士、ママ同士の交流を図る場です。
手遊びや絵本の読み聞かせもあります。（無料）
開催日　６月・7月・9月～ 2月　第２木曜日　10：00～11：30
講　師　読み聞かせボランティア　にじいろパレット　対　象　親子　　定　員　１５組　

ママと子の交流広場～ママの息抜き広場～

洋ランから身近な花の育て方や咲かせ方などを学びませんか。
（要材料代）
開催日　５月末～不定期
　　　　（詳細は随時お知らせします）　
講　師　館岡慶一郎さん
定　員　１５人

園芸（洋蘭）講座
阿仁の自然にふれながら、顕彰碑や史跡、街道などを訪ね
てみませんか。
開催日　６月･７月･８月･10月　
　　　　詳細は随時お知らせします。
講　師　戸嶋喬さん
定　員　２０人

阿仁地域の歴史文化を学ぶ

◆昔語り　～一服のお茶と共に～
地域の今昔を語り合い、明日に連ねましょう。（要茶菓子代）
開催日　６月～２月
　　　　第１・３木曜日　14：00～16：00
講　師　永井高道さん
定　員　１５人

みんなで唱歌を楽しく歌う講座
なつかしの唱歌や童謡などを仲間と一緒に楽しみながら
歌ってみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第２・４水曜日　10：00～12：00
講　師　石崎智恵子さん
定　員　２０人

体験高齢者講座
高齢者の生活体験や課題などを話し合ってみませんか。
（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２火曜日　10：00～11：30
講　師　濱田チヤさん
定　員　１５人

七日市公民館（66-2001） 栄公民館（62-0744）

七座公民館（67-2529）

坊沢公民館（62-4729）

◇公民館では様々な公開講座（短期間講座）
　も予定しています。詳細が決まりましたら
　広報等でお知らせいたします。
　また、ご要望などありましたらお気軽に
　お寄せください。
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市長年度初めの訓示／市長ダイアリー 合川小学校開校式／災害時相互援助協定調印式

　
北
秋
田
市
と
富
山
県
小
矢
部
市
と
の
災

害
時
相
互
援
助
協
定
の
調
印
式
が
4
月
17

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
地
震
等
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
際
、
お
互
い
に
援
助
協

力
を
行
う
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
小
矢
部
市
は
、
富
山
県
の
最
西
端
に
位

置
す
る
人
口
約
3
万
2
千
人
の
自
然
豊
か

な
市
で
す
。

　
小
矢
部
市
と
の
縁
は
、
縄
文
時
代
の
各

地
の
人
々
の
交
流
か
ら
「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
す
る
心
を
く
み
と
り
、
今
後
の
地

域
間
交
流
の
あ
り
方
を
探
ろ
う
と
開
か
れ

て
い
る
「
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
」。

　
平
成
23
年
10
月
に
小
矢
部
市
で
開
催
さ

れ
た
同
サ
ミ
ッ
ト
に
、
津
谷
市
長
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
災
害
協
定
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
こ

の
度
、
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
津
谷
市
長
、

工
藤
副
市
長
ら
４
人
、
小
矢
部
市
か
ら
は 

桜
井
森
夫
市
長
、
秘
書
広
報
課
長
ら
４
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
桜
井
市
長
か
ら
お
互
い

災
害
援
助
の
協
定
が
で
き
な
い
か
と
い
う

お
話
が
あ
っ
た
。
近
隣
の
地
域
と
協
定
を

結
ん
で
い
て
も
お
互
い
に
同
時
に
被
災
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
離
れ
た
地
域
と
災
害
援

助
協
定
を
結
ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
ご
縁
を
し
っ
か
り
強

固
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
両
市
の
交
流
を

深
め
た
お
付
き
合
い
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
小
矢
部
市
の
桜
井
市
長
は
「
今
後
は
、

災
害
協
定
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
交
流
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
が
県
外
の
自
治
体
と
災
害
時

の
相
互
援
助
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
旧

鷹
巣
町
が
、
平
成
7
年
に
ホ
ー
ク
ス
5
市

町
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
以
来

で
、
北
秋
田
市
が
誕
生
し
て
か
ら
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

▲津谷市長と桜井市長が協定書に調印し握手
を交わしました

　
平
成
24
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

４
月
2
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
職
員

の
異
動
に
伴
う
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
津
谷
市
長
が
幹
部
職
員
ら
を
前
に

年
度
初
め
の
訓
示
を
行
な
い
、
職
員
に
積

極
的
な
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　
辞
令
交
付
式
で
は
、
異
動
に
な
っ
た
主

幹
以
上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
に
津
谷

市
長
ら
が
辞
令
を
交
付
し
、
新
規
採
用
職

員
を
代
表
し
て
渡
辺
大
輔
さ
ん
が
「
住
民

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に

職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

宣
誓
し
ま
し
た
。

　
市
長
の
訓
示
で
は
、
は
じ
め
に
市
を
取

り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況
に
ふ
れ
「
こ
の

現
状
を
共
通
認
識
と
し
て
と
ら
え
、
北
秋

田
市
は
、
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
し
っ
か

り
と
確
認
し
合
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
事
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
。
と
り
わ
け
、

私
が
就
任
当
初
か
ら
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
き
た
行
財
政
改
革
は
、
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
強
力
に
押
し
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度
は
、
行
政
評
価

の
本
格
的
導
入
に
取
り
組
み
、
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
歳
出
の
削
減
を

一
層
図
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
に

は
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
積
極
的
な
施

策
事
業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
職
員
へ
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
常
に
市
民
の
幸
福
と
安
全

安
心
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
立
場
で

考
え
、
市
民
か
ら
真
に
信
頼
さ
れ
る
北
秋

田
市
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

市
職
員
と
な
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
間
違
い
の
な
い
仕
事
で
市
民
に
お
返

し
す
る
ん
だ
と
い
う
気
持
で
、
常
に
緊
張

感
を
持
っ
て
職
務
に
精
励
し
て
欲
し
い
」

と
職
員
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
ま
し
た
。

▲幹部職員に積極的な取り組みと職員として
の自覚を求めた津谷市長の年度初めの訓示

災
害
時
相
互
援
助
協
定
調
印
式

富
山
県
小
矢
部
市
と
協
定
を
締
結

合
川
小
学
校
開
校
式

児
童
76
人
で
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト

津
谷
市
長
が
年
度
初
め
の
訓
示

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を

　
合
川
小
学
校（
三
浦
栄
一
校
長
、児
童
数

76
人
）の
開
校
式
が
４
月
５
日
、
同
校
で
開

か
れ
、
児
童
や
教
職
員
、
関
係
者
な
ど
約

1
5
0
人
が
出
席
し
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
小
学
校
再
編
整
備
計
画
（
合

川
地
区
）
に
よ
り
、
合
川
東
、
合
川
西
、

合
川
南
、
合
川
北
の
４
小
学
校
を
統
合
し

合
川
小
学
校
と
し
て
再
編
し
ま
す
が
、
今

年
度
は
、
先
行
し
て
合
川
西
と
合
川
南
の

２
校
を
統
合
し
合
川
小
学
校
と
し
て
開
校
。

合
川
小
学
校
の
校
舎
は
旧
合
川
西
小
学
校

を
使
用
し
ま
す
。

　
式
で
は
津
谷
市
長
が
「
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
、
新
た
な

歴
史
と
伝
統
の
礎
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
し
ま
す
」
な
ど
と
式
辞
。

　
同
校
の
校
歌
を
作
曲
し
た
ポ
ッ
プ
ス

デ
ュ
オ「
ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
」の
メ
ン
バ
ー

の
木
村
孝
明
さ
ん
と
、
作
詞
し
た
三
浦
校

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
６
年
の
田
中
優
衣
さ
ん
が
「
ふ

た
つ
の
学
校
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
夢
や
希

望
が
何
倍
に
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
希
望
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
な
ど
と
児
童
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

　
式
の
最
後
に
、
６
年
の
松
岡
雪
さ
ん
と

成
田
海
斗
さ
ん
が
く
す
玉
を
開
披
し
、「
祝

開
校
！
光
か
が
や
く
北
秋
田
市
立
合
川
小

学
校
」
の
垂
れ
幕
が
降
り
る
と
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

▲津谷市長から三浦初代校長に新しい校旗が
手渡されました

◇
３
月
16
日
〜
４
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲くす玉を開披して開校を祝いました

３
月
16
日（
金
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
（
同
校
）

17
日（
土
）▽
合
川
西
小
学
校
閉
校
式
並
び
に
卒
業
式
・
修
了
式
（
同
校
）

18
日（
日
）▽
合
川
南
小
学
校
卒
業
・
修
了
証
書
授
与
式
、
閉
校
記
念
式
典
（
同
校
）

20
日（
火
）▽
森
吉
山
ダ
ム
竣
工
式
（
同
ダ
ム
）

21
日（
水
）▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

22
日（
木
）▽
秋
田
県
農
林
水
産
部
長
へ
の
要
望
書
提
出
（
秋
田
市
）▽
中
心
市
街

地
活
性
化
講
演
会
（
本
庁
舎
）

28
日（
水
）▽
秋
田
県
林
業
公
社
理
事
会
（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
薬
事
審
議
会 （
秋

田
市
）

29
日（
木
）▽
秋
田
県
林
業
協
会
臨
時
総
会
（
秋
田
市
）

30
日（
金
）▽
退
職
者
辞
令
交
付
式
（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
障
が
い
者
計
画
策
定    

委
員
会
答
申
（
本
庁
舎
）

４
月
２
日（
月
）▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
、
年
度
初
め
の
訓
示
（
本
庁
舎
）

▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）

５
日（
木
）▽
合
川
小
学
校
開
校
式
（
同
校
）

６
日（
金
）▽
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
決
起
集
会
（
本
庁
舎
）▽
秋
田
北
鷹
高
等

学
校
入
学
式
（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式
（
同
校
）

９
日（
月
）▽
合
川
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
森
吉
山
ダ
ム
管
理
支
所
開
所
式（
同

支
所
）

10
日（
火
）▽
秋
田
県
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
普
通
科
課
程
木
造
建
築
科
入
校
式 

（
中
央
公
民
館
）

11
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会
（
本
庁
舎
）

14
日（
土
）▽
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
特
区
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
秋
田
市
）
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同
校
は
明
治
７
年
11
月
、
李
岱
学
校
と

し
て
設
立
。
同
26
年
に
李
岱
尋
常
高
等
小

学
校
と
改
称
。
昭
和
に
入
り
落
合
国
民
学

校
、
落
合
小
学
校
を
経
て
、
昭
和
30
年
の

町
村
合
併
に
よ
り
合
川
西
小
学
校
と
改
称
、

現
在
の
校
名
に
な
り
ま
し
た
。
同
48
年
に

鉄
筋
２
階
建
て
の
現
校
舎
、
同
51
年
に
は

体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
に
手
作
り
絵
本
「
の
ぶ
ち
ゃ

ん
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
が
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
、
旧
合
川
町
で
は
４
千
冊
を
製

本
し
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
６
年

に
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
、

同
14
年
に
は
待
望
の
ス
テ
ン
レ
ス
プ
ー
ル

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
同
校
周
辺
の
「
い
た
て
の
森
」
と
呼
ば

れ
る
小
高
い
山
林
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

　

市
立
合
川
西
小
学
校
（
三
浦
栄
一
校
長
、
児
童
数
40
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
３
７
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
３
月
17
日
、

同
校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
２
０
０

人
が
出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の
歴

史
と
伝
統
は
、
合
川
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
合
川
西
小
学
校 

閉
校
式

明
治
７
年

20
年

22
年

26
年

昭
和
15
年

16
年

22
年

27
年

30
年

44
年

46
年

48
年

49
年

51
年

54
年

平
成
３
年

２
年

４
年

６
年

７
年

８
年

９
年

14
年

16
年

20
年

24
年

李
岱
学
校
と
し
て
創
立

李
岱
尋
常
小
学
校
と
改
称

李
岱
簡
易
小
学
校
と
改
称

李
岱
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

現
在
地
に
新
校
舎
を
建
築

落
合
国
民
学
校
と
改
称

落
合
小
学
校
と
改
称

体
操
場
が
完
成
し
竣
工
式

下
小
阿
仁
、
落
合
、
下
大
野
、
上
大
野
の
四
村
が
合
併
し
て
合
川
町
と

な
る
。
そ
れ
に
伴
い
町
立
合
川
西
小
学
校
と
改
称

ス
キ
ー
場
新
設

プ
ー
ル
が
完
成
し
、
プ
ー
ル
開
き
と
竣
工
式

鉄
筋
２
階
建
て
の
新
校
舎
が
完
成
し
竣
工
式

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会

体
育
館
竣
工
記
念
式
典
と
祝
賀
会

学
研
教
育
賞
受
賞
記
念
碑
を
建
立
し
除
幕
式

台
風
19
号
で
校
舎
の
屋
根
が
破
損

ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
か
ら
訪
問
団
来
校

手
づ
く
り
絵
本
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

創
立
百
１
2
0
周
年
記
念
式
典

い
た
て
の
森
健
康
コ
ー
ス
が
完
成

子
供
貯
金
活
動
に
よ
り
県
信
用
農
業
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞

県
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
教
育
長
賞
を
受
賞

ス
テ
ン
レ
ス
プ
ー
ル
へ
改
修
し
完
成
式

文
部
科
学
省
の
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
を
受
け
る

第
59
回
全
国
植
樹
祭
に
参
加
し
６
年
生
が
植
樹
の
介
助
役
を
す
る

閉
校
式
典
、
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
、
思
い
出
を
語
る
会

合
川
西
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に

校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：合川西小学校　いたての森に育んだ１３７年

い
た
て
の
森
に
育
ん
だ
１
３
７
年
び
場
や
、
身
近
に
動
植
物
と
触
れ
合
え
る

勉
強
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と

体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま

し
た
。
い
た
て
の
森
を
は
じ
め
、
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
同
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
数
々
の
輝
か
し
い
栄

光
を
刻
み
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
を
築
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
は
５
０
０
人
近
く
い
た

児
童
数
も
過
疎
化
や
少
子
化
の
影
響
で

年
々
減
少
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
複
式

学
級
で
の
ク
ラ
ス
編
制
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
送
り
出
し
た
卒
業
生

は
、
集
計
が
あ
る
明
治
16
年
度
か
ら
数
え

て
５
９
５
３
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
同
時
に
行
わ
れ
た
卒
業
式
と
修
了
式
、

閉
校
式
に
は
、
児
童
や
地
域
住
民
を
含
め

約
２
０
０
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
津
谷
永

光
市
長
が
「
合
川
西
小
学
校
は
、
１
３
７

年
と
い
う
長
い
教
育
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

た
。
こ
れ
ま
で
卒
業
し
た
多
く
の
先
輩
た

ち
が
、
地
域
へ
の
想
い
を
胸
に
、
国
内
外

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
ま
さ
に
市
の
誇
り
。
地
域
全
体

で
築
き
上
げ
て
き
た
本
校
の
歴
史
と
伝
統

は
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
も
の
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
三
浦
校
長
は
「
１
３
７
年
の
歴
史
と
伝

統
あ
る
本
校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
誇

り
と
自
信
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
40
人
の
い
た
て
っ
子

の
皆
さ
ん
、
合
川
西
小
学
校
で
過
ご
し
た

日
々
と
校
歌
に
あ
る
《
は
え
あ
る
歴
史
う

け
つ
い
で
、つ
よ
く
明
る
く
伸
び
て
い
く
》

の
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
皆
さ
ん
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

す
。
輝
く
瞳
と
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

元
気
、
勇
気
、
根
気
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し
ま

し
た
。

歴
史
と
伝
統
は
永
遠
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
も
の
と
確
信　
　

津
谷
市
長

元
気
、
勇
気
、
根
気
で
い
ろ
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
て　
　
　
　

三
浦
校
長

　
木
村
浩
悦
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
福
田
眞
秋
田

県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
佐
藤
吉
次

郎
市
議
会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
児
童
全

員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り「
あ
り
が
と
う

合
川
西
小
学
校
」の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
三
浦
校
長
が
津
谷
市

長
に
校
旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
１
３
７
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
児
童
全
員
よ
る
劇
「
幸
せ
の
木
〜
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
竹
内
瑛
二
郎

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
達
子
幸
司

一
、
朝
さ
わ
や
か
に
　
風
か
お
る

　
　
夷
館
の
森
の
　
わ
が
校
舎

　
　
遠
く
そ
び
ゆ
る
　
森
吉
の

　
　
名
峰
の
ぞ
み
　
立
つ
と
こ
ろ

　
　
は
え
あ
る
歴
史
　
う
け
つ
い
で

　
　
つ
よ
く
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
伸
び
て
ゆ
く

　
　
合
川
西
よ
　
わ
れ
ら
の
す
が
た

二
、
流
れ
る
阿
仁
の
　
水
清
く

　
　
つ
ら
な
り
つ
づ
く
　
大
野
台

　
　
広
い
稲
田
は
　
日
に
に
お
う

　
　
郷
土
の
い
の
ち
　
こ
の
胸
に

　
　
楽
し
く
共
に
　
励
み
あ
い

　
　
ひ
と
み
か
が
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
や
か
に

　
　
合
川
西
よ
　
わ
れ
ら
の
力

　
　 校 

歌
い
た
て

▲三浦校長から津谷市長に校旗が返納

されました

閉校
記念特集

合
川西小学校

い
た
て
の
森
に
育
ん
だ
１
３
７
年

い
た
て
の
森
に
育
ん
だ
１
３
７
年

　学校統合のため平成24年３月で閉校し
た合川西小学校。閉校式では、全校児童が
「私たちは新しい風に乗り、胸を張って前
へ進みます。ありがとう合川西小学校」な
どと呼びかけ、学び舎に別れを告げました。

レ
シ
カ
の
森
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
校
庭
で
は
、
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
さ

れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
に
は
表
に
同
校
の
校
歌
の
歌
詞
、

裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合
川
で
は
「
思

い
出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
、
卒
業
生
や

旧
職
員
、
地
域
の
方
々
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な

が
ら
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

　最後の卒業式と閉校式を行い137年の歴史に
幕を下ろした市立合川西小学校
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　学校統合のため平成24年３月で閉校した合川南小学校。閉校式では、全校児
童が「ありがとう。そしてさようなら」などとお別れの言葉を述べ、出席者全
員で最後の校歌を歌いました。

　
同
校
は
明
治
８
年
６
月
、
三
木
田
学
校

と
し
て
設
立
。
同
35
年
に
下
小
阿
仁
尋
常

高
等
小
学
校
と
改
称
。
昭
和
に
入
り
国
民

学
校
時
代
を
経
て
、
昭
和
30
年
の
町
村
合

併
に
よ
り
合
川
南
小
学
校
と
改
称
、
現
在

の
校
名
に
な
り
、
同
49
年
に
は
鉄
筋
３
階

建
て
の
現
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
５
月
26
日
に
は
、
遠
足
で
訪

れ
て
い
た
男
鹿
市
加
茂
青
砂
海
岸
で
日
本

海
中
部
地
震
に
よ
り
津
波
が
発
生
、
児
童

13
人
が
犠
牲
と
な
る
悲
し
い
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
山
村
留
学
ま
と

び
学
園
が
開
園
し
、
園
の
子
ど
も
た
ち
は

同
校
に
通
学
。
同
７
年
に
創
立
１
２
０
周

年
記
念
式
典
を
開
催
。
同
23
年
に
は
閉
校

記
念
行
事
「
合
川
南
小
の
思
い
出
を
語
る

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
立
合
川
南
小
学
校
（
寺
田
博
明
校
長
、
児
童
数
35
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
３
６
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
３
月
18
日
、

同
校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
１
６
０

人
が
出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の
歴

史
と
伝
統
は
、
合
川
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
合
川
南
小
学
校 

閉
校
式

明
治
８
年

24
年

35
年

42
年

大
正
14
年

昭
和
16
年

22
年

24
年

30
年

40
年

44
年

49
年

50
年

51
年

53
年

58
年

59
年

61
年

平
成
元
年

２
年

５
年

７
年

21
年

23
年

24
年

三
木
田
学
校
と
し
て
創
立

下
小
阿
仁
尋
常
小
学
校
と
改
称

下
小
阿
仁
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

２
階
建
て
新
校
舎
を
建
築
（
現
在
の
三
木
田
公
民
館
敷
地
）

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
上
の
岱
運
動
場
が
完
成

下
小
阿
仁
国
民
学
校
と
改
称

下
小
阿
仁
小
学
校
と
改
称

現
在
地
に
木
造
の
校
舎
を
新
築
落
成
し
記
念
式
典

子
ど
も
信
用
組
合
銀
行
を
開
設

下
小
阿
仁
、
落
合
、
下
大
野
、
上
大
野
の
四
村
が
合
併
し
て
合
川
町
と

な
る
。
そ
れ
に
伴
い
町
立
合
川
南
小
学
校
と
改
称

創
立
80
周
年
記
念
式
典
、
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

プ
ー
ル
が
竣
工
し
、
プ
ー
ル
開
き
と
竣
工
式

鉄
筋
３
階
建
て
の
新
校
舎
が
完
成
し
竣
工
式

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
、
記
念
庭
園
完
成

体
育
館
竣
工
記
念
式
典
と
祝
賀
会

第
１
回
交
通
安
全
推
進
隊
任
命
式

日
本
海
中
部
地
震
発
生
、
男
鹿
市
加
茂
青
砂
海
岸
で
児
童
13
人
が
遭
難

殉
難
の
碑
を
建
立
し
除
幕
式

現
地
殉
難
の
碑
除
幕
式

学
区
内
に
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
か
ら
訪
問
団
来
校

山
村
留
学
「
ま
と
び
学
園
」
開
園

創
立
１
2
0
周
年
記
念
式
典

秋
田
県
よ
い
歯
の
最
優
秀
校
と
し
て
表
彰

閉
校
記
念
事
業
「
合
川
南
小
の
思
い
出
を
語
る
会
」

閉
校
式
典
と
閉
校
記
念
碑
除
幕
式

合
川
南
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：合川南小学校　１３６年の歴史に幕を下ろす

１
３
６
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

１
３
６
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

１
３
６
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
　
昭
和
30
年
代
に
は
４
０
０
人
を
超
え
て

い
た
児
童
数
も
過
疎
化
や
少
子
化
の
影
響

で
年
々
減
少
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
は
複

式
学
級
で
の
ク
ラ
ス
編
制
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
送
り
出
し
た
卒
業

生
は
、
集
計
が
あ
る
明
治
41
年
度
か
ら
数

え
て
３
３
９
９
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
と
し
て
昭
和
52

年
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
交
通
安
全
推

進
隊
は
、
毎
年
６
年
生
が
任
命
さ
れ
、
地

域
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
街
頭
活
動

に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動
は
同
校
の
伝
統

と
な
り
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
、
児
童
や
地
域
住
民
を
含

め
約
１
６
０
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
津
谷

永
光
市
長
が「
合
川
南
小
学
校
は
、在
校
生
、

卒
業
生
そ
し
て
地
域
住
民
に
と
っ
て
大
事

な
心
の
拠
り
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域

文
化
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
重
要

な
拠
点
で
あ
っ
た
。
思
い
の
詰
ま
っ
た
こ

の
学
校
と
の
お
別
れ
は
大
変
寂
し
い
が
、

地
域
全
体
で
築
き
上
げ
て
き
た
本
校
の
歴

史
と
伝
統
は
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
寺
田
校
長
は
「
先
輩
諸
氏
と
地
域
で
引

き
継
い
で
き
た
こ
の
南
小
学
校
に
勤
務
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
心
境
を
語

り
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
同
校
の

歴
史
や
伝
統
を
一
つ
ず
つ
紹
介
し
な
が
ら
、

「
南
小
に
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
最
後
の
南
っ
子
と
な
っ
た

児
童
の
皆
さ
ん
、
こ
の
学
校
を
心
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
い
つ
で
も
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
本
当
に
学
校
が
無
く
な
る
の
は
皆

さ
ん
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
時
だ
と
思
い
ま

す
。
１
３
６
年
間
本
校
を
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　
福
田
眞
秋
田
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所

地
域
文
化
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
重
要
な
拠
点　
　
　

津
谷
市
長

学
校
が
無
く
な
る
の
は
皆
さ
ん
か
ら

忘
れ
去
ら
れ
た
時　
　
　

寺
田
校
長

長
、
佐
藤
吉
次
郎
市
議
会
議
長
の
祝
辞
の

あ
と
、
６
年
の
伊
藤
岬
さ
ん
が
「
今
日
、

こ
の
大
好
き
な
学
校
が
閉
校
す
る
日
を
迎

え
ま
し
た
。
僕
た
ち
に
と
っ
て
掛
け
替
え

の
な
い
南
小
学
校
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
学
校
が
閉
校
に
な
る
こ

と
は
と
て
も
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
僕
た

ち
の
心
の
中
に
は
ず
っ
と
生
き
続
い
て
い

き
ま
す
。
僕
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
合
川

南
小
学
校
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

と
児
童
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
寺
田
校
長
か
ら
津
谷

市
長
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
全
校
児
童
で

お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、出
席
者
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
合
川
南
小
学
校
１
３
６

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
校
庭
で
は
閉
校
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
碑
に
は
表
に
同
校
の

校
歌
の
歌
詞
、
裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

僕
た
ち
の
心
の
中
に
は
ず
っ
と
生
き

続
け
る　
　
　
　

６
年
伊
藤
岬
さ
ん

閉校
記念特集

合
川南小学校

　最後の卒業式と閉校式を行い136年の歴史に
幕を下ろした市立合川南小学校

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
武
田
武
雄

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
露
木
次
男

一
、
陽
光
明
る
き
　
出
羽
丘
陵

　
　
悠
か
に
浮
か
ぶ
　
白
雲
に

　
　
声
響
か
せ
て
　
高
ら
か
に

　
　
わ
れ
ら
は
歌
う
　
あ
あ
母
校

　
　
　
　
　
　
　
合
川
南
小
学
校

二
、
狭
霧
を
展
き
　
流
れ
く
る

　
　
小
阿
仁
の
清
き
　
水
の
辺
に

　
　
腕
組
み
あ
わ
せ
　
健
や
か
に

　
　
わ
れ
ら
は
学
ぶ
　
あ
あ
母
校

　
　
　
　
　
　
　
合
川
南
小
学
校

三
、
豊
か
な
町
よ
　
日
本
よ

　
　
新
た
な
世
界
　
希
み
つ
つ

　
　
胸
躍
ら
せ
て
　
朗
ら
か
に

　
　
わ
れ
ら
は
励
む
　
あ
あ
母
校

　
　
　
　
　
　
　
合
川
南
小
学
校

校
　
歌

ひ
か
り

は
る

さ
ぎ
り

ひ
ら

の
ぞ

▲寺田校長から津谷市長に校旗が返納
されました
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▲木造２階建旧校舎の航空写真
　　　　　　　　　（昭和24年５月８日新築落成）

▲400人を超える児童と地域住民らが完成を
祝った雨天体操場落成記念式典（昭和26年）

▲総合観察園で当時飼育していたうさぎ
を囲んで（昭和40年代）

　
最
後
の
運
動
会
で
堂
々
と
入
場

行
進
す
る
児
童
（
平
成
23
年
５
月
）

▲

▲創立90周年記念で校舎中庭に完成した総合観
察園（昭和40年代）

▲昭和52年から引き継がれてきた交通安
全推進隊の任命式（昭和60年代）

▲創立100周年記念式典で演奏するトランペット
鼓笛隊（昭和50年）

　
合
川
南
小
学
校
児
童
地
震
津
波

殉
難
の
碑
の
前
で
、
28
回
目
の
慰

霊
祭　
　
　
　
（
平
成
23
年
５
月
）

▲　
最
後
の
校
内
ス
キ
ー
大
会
で

い
た
て
の
森
を
駆
け
抜
け
る
児
童

　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
１
月
）

▲

　
校
外
学
習
で
は
阿
仁
川
で
川
遊

び
を
体
験　
　
　
（
平
成
12
年
）

▲

▲いたての森に囲まれた新旧２つの校舎。左奥が
旧校舎でその右が建設中の現在の校舎（昭和48年）

▲新校舎が完成して奉安所も新校地に移転、
大勢の児童が式典を見守る（昭和15年）

▲神武天皇即位2600年を記念して行われ
た紀元二千六百年奉祝式で（昭和15年）

▲落合小学校時代の音楽クラブ演奏の様子。曲名は
「村のかじや」（昭和27年）

▲児童会選挙で演説を聞き、支持する
児童会役員に投票（昭和57年）

▲校舎近くの畑ではミニトマトや枝豆などを栽培し、
「栽培の日」に収穫しました（昭和63年）
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▲一次審査で選ばれた作品を、さらに吟味
した決勝審査

自慢の味一堂に ●ＢＭ－１グランプリ

●春の全国交通安全運動

▲約160人が参加した阿仁部総決起集会
（森吉庁舎前）

交通死亡事故ゼロをめざして

▲森吉山ダムの完成を祝い、関係者がス
イッチを押し記念放流をしました

大きな期待を受けてダム完成 ●森吉山ダム竣工式

▲190人の選手が健脚を競った、第50回記
念河田杯マラソン

50回の節目新たなスタート ●河田杯マラソン

●第１回 北秋田市観光振興推進協議会

▲大型キャンペーンを控え、積極的な意見
を交わした観光振興推進協議会

観光振興計画の達成を

▲元気な声で返事をした新一年生（浦田小
学校）

浦田小で最後の入学式 ●市立13小学校、５中学校で入学式
　
森
吉
山
ダ
ム
竣
工
式
が
３
月
20
日
、
森
吉

山
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
、
国
や
県
、
市
、
工
事

関
係
者
、
用
地
提
供
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
森
吉
山
ダ
ム
は
、米
代
川
の
大
洪
水
が
発
生

し
た
翌
年
、昭
和
48
年
４
月
に「
阿
仁
川
ダ
ム

工
事
調
査
事
務
所
」が
開
設
さ
れ
、実
施
計
画

調
査
に
着
手
。昭
和
63
年
に「
森
吉
山
ダ
ム
工

事
事
務
所
」に
改
称
し
、平
成
14
年
に
は
ダ
ム

本
体
工
事
に
着
手
。平
成
22
年
に
湛
水
試
験

を
開
始
し
一
年
間
の
調
査
を
終
え
、計
画
か
ら

約
40
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、事
業
報
告
、記
念
放
流
、故
郷
献
花
、

記
念
碑
の
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。最

後
は
参
加
者
全
員
の
万
歳
三
唱
で
、治
水
や

安
定
し
た
水
供
給
の
確
保
、観
光
や
地
域
の

発
展
と
、多
方
面
に
渡
る
効
果
が
期
待
さ
れ

る
森
吉
山
ダ
ム
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
森
吉
山
麓
村
興
し
会（
池
田
文
明
会
長
）
主

催
の
第
１
回『 

Ｂ
Ｍ‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
』
が
４

月
21
日
、ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
Ｂ
Ｍ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
』と
は「
バ
タ
ー
」

と「
餅
」の
頭
文
字
を
と
り
、Ｂ
級
グ
ル
メ
の

祭
典
で
あ
る「
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
美
味

し
さ
と
、笑
い
の
祭
典
で
あ
る「
Ｍ
‐
１
グ
ラ

ン
プ
リ
」の
楽
し
さ
を
併
せ
も
つ
大
会
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
シ
ソ
や
ク
ル
ミ
、
紫
芋
な
ど

が
入
っ
た
色
と
り
ど
り
の
バ
タ
ー
餅
が
並
び
、

来
場
者
３
０
０
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
50

人
に
よ
る
一
次
審
査
と
特
別
審
査
員
12
人
の

決
勝
審
査
が
行
わ
れ
、『
見
た
目
』『
食
感
』『
香

り
』
な
ど
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、初
代
グ
ラ
ン
プ
リ
は「
あ
ぐ
り

サ
ー
ク
ル（
佐
藤
則
子
代
表
）」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
急
が
ず
に
マ
ナ
ー
と
ゆ
と
り
で
交
通
安
全
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
は
、
北
秋
田
市
内
の
各
所
で

も
決
起
集
会
や
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
市
民
に
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、森
吉
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た
阿

仁
部
総
決
起
集
会
に
は
阿
仁
部
交
通
安
全
協

会
、交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
指
導
隊
な
ど

か
ら
約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、佐
藤
登
阿
仁
部
交
通
安
全
協

会
長
が
「
昨
年
、阿
仁
部
管
内
で
は
、
４
年

ぶ
り
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
交

通
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、警
察
車
両
を
先
頭

に
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
沿
道
の
市
民
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
市
内
の
多
く
の
小
中
学
校
で
は
、
４
月
６

日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
が
学
校
生

活
に
胸
を
躍
ら
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、浦
田
小
学
校（
神
成
寿
寛
校
長
、

児
童
数
23
人
）に
は
、２
人
の
新
入
生
が
入
学
。

同
校
は
、小
学
校
再
編
計
画
に
よ
り
来
年
３

月
で
閉
校
に
な
る
た
め
、最
後
の
入
学
生
で
す
。

　
式
で
は
、上
級
生
の
お
姉
さ
ん
た
ち
に
手
を

引
か
れ
な
が
ら
体
育
館
に
入
場
。新
入
生
紹
介

で
、先
生
か
ら
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
「
ハ
イ
！
」

と
元
気
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
入
学

式
の
終
了
後
に
行
わ
れ
た「
一
年
生
を
迎
え
る

会
」で
は
、上
級
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、

歓
迎
の
言
葉
や
ダ
ン
ス
、歌
な
ど
を
披
露
し
て
、

新
入
生
を
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
の
小
学
校
で
２
２
１
人
、中
学

校
で
２
７
７
人
の
新
１
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
の
幕
開
け
を
告
げ
る
第
50
回
記

念
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋
田
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
４
月
21
日
、
市
役
所
前
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
た
旧
鷹
巣
町
の
故・河
田
康

雄
さ
ん
の
遺
志
を
継
承
し
、
次
代
を
担
う
選

手
の
育
成
と
多
く
の
人
々
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
節
目
の
50
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
市

内
外
か
ら
1
9
0
人
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
、

暖
か
な
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
る
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
、
沿
道
か
ら
家
族
ら
の

応
援
を
受
け
て
、
日
頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
北
秋
田
市
観
光
振
興
推
進
協
議
会

が
３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
各
委
員
へ
の
委

嘱
状
の
交
付
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
平
成
22
年
３
月
に
北
秋
田
市
観
光
振

興
計
画
を
策
定
。
そ
の
計
画
目
標
を
具
体
的

に
達
成
す
る
た
め
の
実
施
計
画
の
策
定
や
、

検
証
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
同
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
観
光
関
連
団

体
や
商
工
業
関
連
団
体
、
一
般
公
募
な
ど
に

よ
り
選
出
さ
れ
、
任
期
は
５
年
で
す
。

　
観
光
が
経
済
効
果
や
地
元
の
資
源
を
活
か

す
こ
と
で
注
目
を
浴
び
る
な
か
、
平
成
25
年

の
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
平
成
26
年
の
国
民
文
化
祭
と
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
控
え
て
お
り
、
委
員
ら
は
、
各
団

体
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
観
光
振
興
計

画
の
達
成
を
目
標
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

50

　
国
道
１
０
５
号
線
根
子
地
区
入
口
か

ら
比
立
内
方
面
に
向
か
う
と
す
ぐ
左
側

に
笑
内
神
社
が
あ
り
ま
す
。
笑
内
神
社

正
面
左
手
に
、
神
社
を
守
る
よ
う
に

立
っ
て
い
ま
す
。
神
社
の
ご
神
木
で
、

集
落
の
人
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た

銀
杏
で
す
。樹
高
30
ｍ
、直
径
２
０
７
㎝
、

幹
回
り
６
５
０
㎝
の
巨
木
で
、
樹
齢
約

４
０
０
年
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

は
っ
き
り
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
雄
種
で
、
幹
及
び
枝
に
１
ｍ
を
越
え

る
巨
大
な
乳
房
状
の
コ
ブ
が
垂
れ
下

が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
９
月
に

は
集
落
全
戸
か
ら
神
社
に
集
合
し
「
山

神
社
祭
」
を
行
う
習
慣
に

な
っ
て
お
り
、
銀
杏
の
葉

が
全
て
落
ち
る
と
根
雪
に

な
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
、

集
落
で
は
冬
支
度
に
取
り

か
か
る
そ
う
で
す
。

　
北
秋
田
市
内
に
は
各
種

の
大
き
な
樹
木
が
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
最
も
勢
い
が

あ
る
の
は
こ
の
銀
杏
の
よ

う
で
す
。
内
陸
線
で
仙
北
市
な
ど
か
ら

訪
れ
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
が
市
民
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄
り
、
鑑
賞

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇「
ご
神
木
」
と
は
、
神
社
の
境
内
に

生
え
て
い
て
、
神
が
宿
っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
木
で
す
。

◇
笑
内
の
「
内（
な
い
）」
は
ア
イ
ヌ
語

の
沢
と
い
う
意
味
で
、
戸
鳥
内
、
比
立

内
な
ど
「
内
」
の
付
く
地
名
が
多
く
み

ら
れ
、
他
に
も
ア
イ
ヌ
語
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
地
名
が
あ
り
ま
す
。

◇
秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物
（
樹
木
）

は
現
在
30
件
あ
り
、
杉
７
、
銀
杏
５
、

桜
３
、
松
１
な
ど
で
す
。

　
▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
町
史
」、「
北
鹿
は
宝

箱
」、「
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
」「
秋

田
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　（
天
然
記
念
物
）

○「
笑
内
神
社
の
銀
杏（
１
本
）」

▲幹回り約650㎝、笑内神社の銀杏　

◇
所
在
地　
阿
仁
笑
内
字
笑
内
30‐

５

◇
所
有
者　
笑
内
自
治
会

みんなの「図書ひろば」がリニューアル
～大阿仁公民館図書コーナー～

　大阿仁公民館（大阿仁出張所内）に約1800冊の
本を備えた「図書ひろば」が４月１日にオープン
しました。
　「図書ひろば」は、大阿仁地区にお住いの皆さん
の心安らぐスペースとして設置されました。図書
は１人３冊まで10日間貸し出します。一般書の他
に児童書もありますので、読み聞かせスペースと
してもご利用ください。
　また、チョこボラ（チョット公民館でボランティ
ア）「大阿仁ブック見守り隊」の皆さんが図書整理 ▲明るく開放的な「図書ひろば」

などに協力しています。ボランティアを随時募集
しています。　　阿仁公民館　☎82-2220

春のサロンコンサート
～第85回浜辺の歌音楽館定期演奏会～

　ピアノ・バイオリン・フルートによる春のサロ
ンコンサートが３月24日、浜辺の歌音楽館で開催
されました。
　ピアノの齊藤秋子さん、バイオリンの松尾沙樹
さん、フルートの吉田妃呂子さんによる三重奏や
ソロ演奏で、浜辺の歌をはじめ、クラシック、歌
謡曲など幅広いジャンルの16曲が演奏されました。
　来場者からは、生の楽器の音色、奏者の息遣い
や気迫を間近に感じたとの声が聞かれました。女
性演奏者による華やかさと、曲紹介や楽器紹介な ▲春風にのせて・・サロンコンサート

ど気取らない語り口がくつろいだ雰囲気を演出し、
春にふさわしい温かみのある演奏会になりました。

新公民館長が就任しました
～よろしくお願いします～

　任期満了に伴い、各地区公民館の非常勤館長が
新たに任命されました。
　新館長の任期は平成24年４月１日から平成26年
３月31日までの２年間で、各公民館の講座や行事
等を企画します。
　公民館へのご要望などがありましたら、各地区
の公民館までお寄せください。
◆合川公民館（☎78-2114）　　関　　源一（再）
◆阿仁公民館（☎82-2220）　　湊　　一彦（再）
◆七座公民館（☎67-2529）　　簾内　照光（新）

◆坊沢公民館（☎62-4729）　　田村　正男（再）
◆綴子公民館（☎62-1472）　　成田　博幸（新）
◆栄公民館　（☎62-0744）　　照内喜久雄（再）
◆沢口公民館（☎62-4829）　　中嶋　信咲（再）
◆七日市公民館（☎66-2001）　長岐　亮仁（再）

　

　
　
今
年
度
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

は
、
遺
跡
内
の
環
境
整
備
の
た
め
、
５
月

３
日（
木
）か
ら
５
月
31
日（
木
）ま
で
の
期

間
と
な
り
ま
す
。

　
同
遺
跡
の
ガ
イ
ド
説
明
は
「
伊
勢
堂
岱

遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
方
々
が

行
っ
て
い
ま
す
。（
休
日
の
み
）

　
団
体
の
ガ
イ
ド
申
し
込
み
は
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
文
化
班
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
」

は
、
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先

生
の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

楽
し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
自
分
た
ち
の
歌
声
で
受
け

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

練
習
場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

練
習
時
間　
９
時
〜
12
時（
毎
週
土
曜
日
）

参
加
費　
無
料
（
後
援
会
費
と
し
て

　
　
月
１
３
０
０
円
集
金
し
て
い
ま
す
）

※
５
月
の
練
習
は
19
日（
土
）か
ら
で
す

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す

■
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
社
員
食
堂

　
　
　
　
管
理
栄
養
士
に
学
ぶ
料
理
講
座

期
日　
５
月
24
日（
木
）

時
間　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
大
城
戸
ツ
ヤ
子
さ
ん

内
容　
春
野
菜
を
使
っ
た
手
作
り
料
理

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
）

■
春
の
花
づ
く
り
教
室

期
日　
５
月
25
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
12
時

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

内
容　
春
の
花
の
植
え
方
と
育
て
方

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
作
業
手
袋
・
移
植
ベ
ラ
・
作
品

を
持
ち
帰
る
入
れ
物（
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
ナ

イ
ロ
ン
袋
な
ど
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
）

阿
仁
公
民
館

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

申
問

生
涯
学
習
課　

☎
62‐

６
６
１
８

阿
仁
公
民
館

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
団
員
を
募
集
し
ま
す

申
問

生
涯
学
習
課　

☎
62‐

６
６
１
８

阿
仁
公
民
館

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　

☎
78‐

２
１
１
４

問
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【各地区巡回日程表】（鷹巣地区）

狂犬病予防接種

平成24年度（春季）

の登録予防接種のお知らせ
登録手数料　3,000円 注射料 3,070円

　一生涯に１回の登録制度です。生後３ヵ月以上の犬
は必ず登録してください。また、その犬が死亡した場
合は30日以内に届出しなければなりません。
　今年度から大館・北秋田管内の動物病院でも登録が
できるようになりました。

　犬の所有者は、年１回狂犬病予防注射を受け、その注射
済票を付けておかなければなりません。
　犬の愛犬手帳を持参ください。
　大館・北秋田管内の動物病院での接種の場合は、
注射済票も発行になりますが、それ以外の場合は必
ずお近くの市役所窓口で接種済票の交付手続をして
ください。

犬の登録

６
月
17
日
（
日
）

栄

鷹　
巣

綴　
子

６
月
19
日
（
火
）

中屋敷自治会館前
旧脇神自治会館前
湯ノ岱温泉駐車場
坊山交流センター前
四渡会館前
小森会館前
藤株自治会館前
堂ヶ岱会館前
旧北星ボウル駐車場前
南鷹巣交流センター前
南鷹巣保育園入口前
舟場自治会館前
川口会館前
小ヶ田生活改善センター前
北秋田市交流センター前
伊勢町児童館前
公民館分館駐車場
労働福祉会館前
市役所裏駐車場
掛泥交流センター前
高野尻会館前
サテライトステーションさかえ前
栄生活改善センター前
李岱会館前
岩坂田村末三郎宅前
田沢亀山正蔵宅前
向黒沢山内清種宅前
糠沢会館前
合地バス停留所前
綴子大畑自治会館前
二本杉会館前
岩谷林業センター前
松原橋付近ごみ集積所前
田子ヶ沢セリ集荷センター前
小田会館前

11：30～11：40
11：50～12：00
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：30
14：40～14：50
15：00～15：10
９：00～10：00
10：10～10：20
10：30～10：45
10：55～11：10
11：20～11：30
11：40～11：50
13：00～13：15
13：20～13：30
13：40～13：50
14：00～14：10
14：20～15：00
９：10～９：20
９：30～９：40
９：50～10：10
10：20～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
11：50～12：00
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：20
14：30～14：40
14：50～15：00
15：10～15：20
15：30～15：40

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

七　
日　
市

６
月
16
日
（
土
）

沢　
口

鷹
巣

沢　
口

６
月
14
日
（
木
）

胡桃館会館前
田中総合センター前
県北自動車学校前
綴子上町児童館前
綴子基幹集落センター前
サテライトステーションつづれこ前
前野会館前
昭和会館前
深関児童会館前
相善会館前
坊沢公民館前
黒沢生活改善センター前
前山森林交流センター前
七座健康増進センター前
今泉生活改善センター前
蟹沢会館前
緑ヶ丘担い手センター前
明利又旧明石商店前
明利又生活改善センター前
松沢消防器具置場前
三ノ渡会館前
与助岱会館前
葛黒林業センター前
大畑バス停前
中畑会館前
妹尾館会館前
旧ＪＡ七日市支所前
根木屋敷バス停前
七日市三部落会館前
横渕会館前
上野児童遊園地前
小摩当自治会館前
上舟木生活改善センター前
下舟木会館前
吉ヶ沢・深沢会館前
品類会館前
岩脇児童館前
吉野学園入口前

９：00～９：10
９：20～９：40
９：50～10：00
10：10～10：30
10：40～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
11：50～12：00
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：20
14：30～14：40
14：50～15：00
15：10～15：20
15：30～15：40
15：50～16：00
９：00～９：10
９：20～９：30
９：40～９：50
10：00～10：10
10：20～10：30
10：40～10：50
11：00～11：10
11：20～11：30
11：40～11：50
13：00～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：20
14：30～14：40
14：50～15：00
９：30～９：40
９：50～10：00
10：10～10：20
10：30～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20

６
月
13
日
（
水
）

沢
口

綴　
子

七　
座

七　
日　
市

【各地区巡回日程表】（合川地区）

６
月
２
日
（
土
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

５
月
31
日
（
木
）

６
月
４
日
（
月
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
３
日
（
日
）

杉山田集会施設前
雪田多目的集会施設前
福田芳一宅車庫前
三木田多目的集会施設前
摩当活性化施設前
市役所合川庁舎前
明田広場前
福祉研修施設前
平川義昭宅前
鈴木京子宅前
新田目児童館前
羽根山活性化施設前
羽立児童館前
西根田生活改善センター前
東根田多目的集会施設前
芹沢集会施設前
三里担い手センター前
大内沢児童館前

９：30～９：45
９：55～10：05
10：10～10：20
10：30～10：45
10：55～11：10
11：30～12：00
９：20～９：30
９：35～９：55
10：05～10：20
10：30～10：45
10：55～11：15
13：15～13：25
13：35～13：45
13：55～14：10
14：20～14：35
14：45～15：00
15：10～15：20
15：30～15：40

杉山田
雪 田
鎌 沢
三木田
摩 当
全地区
明　田

李 岱

福 田
新田目
羽根山
羽 立
西根田
東根田
芹 沢
三 里
大内沢

松橋英雄宅前
小林コト子宅隣
桃栄児童館前
後藤市太郎宅前
下杉集会施設前
上杉あいターミナル前
旧ＪＡ合川東支店前
ことぶき荘前
６丁目広場前
市役所合川庁舎前
弥栄児童館前
合川公民館金沢分館前
美栄集会施設前
佐藤浜子宅前
佐藤昌明宅前
松ヶ丘グランド
林岱団地入口付近
八幡岱集会施設前
旧ＪＡ合川北支店前
木戸石児童館前
増沢集会施設前

９：30～９：40
９：50～10：05
10：15～10：30
10：40～10：55
11：05～11：25
13：15～13：35
13：45～13：55
14：10～14：25
14：30～14：45
14：55～15：30
９：30～９：45
９：55～10：10
10：20～10：30
10：40～11：00
11：10～11：25
13：15～13：30
13：40～13：45
13：55～14：10
14：20～14：40
14：45～15：00
15：25～15：40

道　城

桃 栄
梅 栄
下 杉

上 杉

合 川

弥　栄
金 沢
美 栄

川 井

松ヶ丘
林 岱
八幡岱

木戸石

増 沢

愛犬の登録予防接種のお知らせ（合川・阿仁地区）

【各地区巡回日程表】（阿仁地区）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
21
日
（
木
）

越前谷商店前
伊東健一宅前
根子児童館前
笑内駅前広場
菊地清宅前
岩野目バス停前
幸屋児童館前
大阿仁小学校プール前
比立内郵便局前
松橋卓治宅前
小倉児童館前
栩木沢集会所前
柴田商店向い
中村地区コミセン駐車場
泉良一宅前
打当温泉旧館前
長畑児童館前
比立内環境改善センター駐車場
幸屋渡児童館前

９：00～９：05
９：15～９：20
９：30～９：50
10：00～10：15
10：20～10：25
10：30～10：35
10：40～10：55
11：00～11：20
11：30～11：45
11：50～12：10
13：10～13：25
13：30～13：40
13：45～14：00
14：05～14：25
14：35～14：40
14：45～15：05
15：25～15：30
15：35～15：55
16：00～16：10

萱 草
伏 影
根 子
笑 内
鳥 坂
岩野目
幸 屋
新 中

比立内

小倉岱
栩木沢
戸鳥内
中 村
打当内
打 当
長 畑

幸屋渡

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区
荒瀬郵便局前
山口電器設備前
藤根武雄宅前
山田賢三宅前
東裏児童館前
佐藤活版印刷所前
阿仁山村開発センター駐車場
戸嶋清勝宅前
宮野久蔵宅前
小様児童館前
小渕児童館前
吉田公民館前
片岡勇三宅前
湯口内集会所前
新町三叉路
阿仁公民館駐車場
阿仁合保育園駐車場

９：00～９：25
９：30～９：45
９：55～10：10
10：20～10：40
10：45～11：05
11：10～11：30
11：35～11：55
13：00～13：10
13：15～13：25
13：30～13：40
13：45～14：05
14：10～14：30
14：35～14：45
14：50～15：05
15：10～15：30
15：35～15：45
15：50～16：10

荒 瀬
向 岱
荒瀬川
畑 町
畑町東裏
上新町
下新町
三 枚
塚ノ岱
小 様
小 渕

吉 田

湯口内
新 町
大 町
上新町

阿仁総合窓口センター市民生活班　☎82-2113　

坊　
沢

坊
沢

綴
子

６
月
16
日
（
土
）

６
月
22
日
（
金
）

問

合川総合窓口センター市民生活班　☎78-2113　問

生活課環境班　☎62-1110　問

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区
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　市では、皆さんに安全で良質な水を飲んでいた
だけるように、定期的に水質検査を実施しています。
　つきましては、平成23年度に行った水質検査の
結果を次のとおり公表（閲覧）します。
期間　５月14日（月）～５月25日（金）
　　　（土日を除く）
時間　８:30～17:00
閲覧場所　建設部上下水道課（市役所森吉庁舎）

　「緑の募金」運動が５月31日までの期間で行われ
ています。
　この募金は、私たちの身近な生活環境の緑化や
緑化思想の普及啓発事業等に役立てられます。
　皆様のご協力をお願いします。

緑の募金へのご協力をお願いします

　　上下水道課業務班　☎72-3113問

　　農林課林業振興班　☎72-5241問

　測定の結果、秋田県の通常レベルを超える数値
は観測されていません。
　また、これまでの測定値について、大きな数値
の変動が観測されなかったことから、４月１日よ
り月１回の測定へ変更しています。

■空間線量調査結果

問　　生活課環境班　☎62-1110

～みんなが森林の応援団～

　下水道は、皆さんの快適な暮らしの実
現は元より、美しく良好な環境の形成や
公共用水域（河川等）の水質向上・保全、
伝染病の予防など皆さんの健康にも深く
関わり、大切な役割を担っています。
　既に供用開始された区域の皆さんにつ
きましては、水洗トイレへの改造は供用
開始から３年以内となっています。一日
も早い下水道への加入をお願いします。

　市では、トイレの水洗化工事を助成するため、無利
子の融資あっせん制度を設けています。希望される方は、
排水設備工事の申込みをされる際に、指定工事店へそ
の旨申し出てください。

～融資あっせん制度～

下水道加入をお願いします下水道加入をお願いします

　　上下水道課業務班　☎72-3113問

【鷹巣処理区】
胡桃館・佐戸岱・中堤・田中下モ
の各一部が新たに加わりました

下水道の使用区域が拡大されました４月１日
供用開始

水道水質検査結果を公表します
北秋田市環境放射線量測定結果

市役所本庁舎前
　〃　合川庁舎前
　〃　合川庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
ｸﾘｰﾝﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
測定日及び結果（単位：マイクロシーベルト毎時）
３月22日
0.06
0.04
0.05
0.06
0.06
0.03
0.04

３月29日
0.04
0.03
0.04
0.05
-
-
-

４月12日
0.05
0.04
0.04
0.05
0.06
0.04
0.04

※表記の数値は地上高１mの測定値
※秋田県の通常レベルは0.022 ～ 0.086マイクロシーベルト毎時

字胡桃館
字中野

字田中下モ

字下タ上野

６
月
27
日
（
水
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
26
日
（
火
）

市役所森吉庁舎裏駐車場
米内沢郵便局後
森吉コミセン前
学校給食センター前
本城御嶽会館前
旧本城農協跡前
滝ノ沢自治会長宅前
川向会館前
米内沢駅前会館前
松前谷秀明宅前
長野岱自治会館前
根小屋児童館前
白坂改善センター前
大渕バス停前
浦田児童館前
寄延改善センター前
大沢会館前
中新田改善センター前
米畑集会所前
松栄集会所前
長野集会所前
鶴田集会所前
桐木岱市営住宅前

９：00～９：30
９：35～９：50
９：55～10：10
10：15～10：30
10：35～10：55
11：00～11：30
11：40～11：50
13：10～13：25
13：30～13：45
13：50～14：05
14：10～14：25
14：30～14：50
14：55～15：10
15：15～15：30
15：35～15：50
15：55～16：10
９：10～９：25
９：30～９：45
９：50～10：00
10：05～10：20
10：25～10：40
10：45～11：00
11：05～11：20

米内沢

本　城

長 下

川 向

米内沢駅 前

日 栄

長野岱

根小屋

白 坂

大 渕

浦 田

寄 延

大 沢

中新田

米 畑

松 栄

長 野

鶴 田

桐木岱

       

       

６
月
28
日
（
木
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
27
日
（
水
）

向本城集会所前
桂瀬駅前
桂瀬児童館前
下羽立集会所前
惣内改善センター前
前田三叉路
前田駅前自治会館前
五味堀コミセン前
柴田鉄雄宅前
大岱児童館前
根森田バス停前
土佐伸一宅前
巻渕会館前
民宿ふじしま荘前
羽根川バス停前
平里集会所入口
新屋布コミセン前
森幸園陣場岱ハイツ前
神成交流センター前

11：25～11：40
13：10～13：30
13：35～13：50
13：55～14：05
14：10～14：20
14：25～14：45
14：50～15：15
15：20～15：40
15：45～15：50
15：55～16：10
９：10～９：25
９：30～９：45
９：50～10：00
10：05～10：20
10：25～10：40
10：45～11：00
11：05～11：20
11：25～11：35
11：40～11：55

向本城

桂 瀬

羽 立

惣 内

前 田

五味堀

柏木岱

大 岱

根森田

堺 田

巻 渕

細 越

羽根川

平 里

新屋布

陣場岱

神 成

愛犬の登録予防接種のお知らせ（森吉地区）

　飼い犬のふんの放置は、県の「ポイ

捨て禁止条例」で禁止されています

■日　時　６月９日（土）　10:00～11:30
■場　所　北秋田市役所本庁舎　裏駐車場
　　　　　（雨天時は市役所車庫で行います）
■内　容　モデル犬によるしつけ実演のあと、飼い犬
　　　　　と一緒に実技演習を行ない、しつけの基本
　　　　　を学びます
■講　師　秋田県動物管理センター職員
　　　　　※事前にお申込みください（参加無料）
　　　北秋田保健所環境指導課　☎62-1167

（参加無料）（参加無料）家庭犬のしつけ方教室家庭犬のしつけ方教室家庭犬のしつけ方教室

昨年の家庭犬のしつけ方教室

　犬 は、群れで行動し、リーダーを中心とした社会を形成するので、飼い犬にとっては家庭が群れで
あり、犬の言いなりでは犬がリーダーとなり、飼い主の言うことを聞かなくなります。

　このような関係にならないために、犬の本能を理解し、犬と幸せに暮らせるよう、しつけ方を習得し

ませんか。見学も可能です。これから犬を飼い始める方もぜひ参加してください。

森吉総合窓口センター市民生活班　☎72-3111　問

【各地区巡回日程表】（森吉地区）

申問
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の
障
害
福
祉
担
当
課
で
要
綱
や
申
込
関

係
書
類
の
配
布
を
開
始
し
ま
す

※

同
日
に
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

申
込
締
切　
６
月
１
日（
金
）

　
　
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８‐

８
６
４‐

２
７
５
０

　
北
秋
田
地
区
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時　
６
月
７
日（
木
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
体
育
館

対
象
者　
北
秋
田
地
区
に
在
住
の
身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者（
在
宅
の
方
）

参
加
費　
無
料
（
保
険
は
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
で
加
入
し
ま
す
）

実
施
種
目　
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ

参
加
申
込　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
締
切　
５
月
31
日（
木
）

　
　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班

☎
62‐

６
６
３
７

　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

期
日　
５
月
８
日（
火
）・
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
22
日（
火
）・
29
日（
火
）

時
間　
10
時
〜
12
時

場
所　
鷹
巣
体
育
館

対
象
者　
中
学
生
以
上
の
男
女

参
加
費　
１
回
１
０
０
円（
体
育
館
使
用
料
）

※

ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
は
協
会
で
準
備

し
ま
す
。
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加

く
だ
さ
い

　
　
　
北
秋
田
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会

神
成
正
雄　
☎
62‐

３
５
３
８

　
第
10
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期
日　
９
月
１
日（
土
）

競
技
種
目　
陸
上
／
水
泳
／
卓
球
／
サ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
害
）

申
込
書
配
布　
５
月
１
日
か
ら
市
町
村

健
康 　
　

 

健
康
推
進
課 

☎
62‒

６
６
６
６

申
問場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問

期
日　
５
月
23
日（
水
）

時
間　
10
時
〜
13
時
30
分

場
所　
森
吉
山
ダ
ム
周
辺

集
合　
森
吉
山
ダ
ム
広
報
館
前

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、は
し
、

お
椀（
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す
）

申
込
締
切　
５
月
15
日（
火
）

※
各
地
区
ご
と
に
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま

す（
要
申
込・
先
着
順
）

　
　
　
健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

問
申

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

伊 東 ゆ う き
佐 藤 ふ う た
岸野こうすけ
齋藤けんしん
佐 藤 ゆ な
工 藤 が く
森 山 こ と ね
鈴 木 み は る
岩 本 ま さ と
長谷川ななみ
佐 藤 こ ゆ き
三 上 み き
佐 藤 か の ん
成 田 り お
佐々木ゆうと

材 木 町
元 町
舟 見 町
高 野 尻
本 郷
松 葉 町
あけぼの町
舟 見 町
あけぼの町
材 木 町
松 葉 町
あけぼの町
堂 ヶ 岱
昭 和
花 園 町

藤 田　み う な
佐 藤　ち づ る
久 米　り か
近 藤　ひ な
成 田　ゆ う
三 浦　け い た
田 口　つ ば き

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

合 川
川 井
米内沢駅前
新 屋 布
合 川
松 ヶ 丘
幸 屋 渡

申
問

問

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー 

２
０
１
２　

　
に
挑
戦
し
ま
す

　

小
猿
部
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行

委
員
会
が
２
度
目
の
挑
戦
を
し
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、人
口
規
模

が
同
じ
自
治
体・
地
域
間
で

15
分
以
上

継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
っ
た
住
民

の「
参
加
率
」を
競
う
住
民
総
参
加
型
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

対
戦
相
手　

広
島
県
北
広
島
町
大
朝
地

区
と
大
分
県
大
分
市
野
津
原
地
区

日
時　
５
月
30
日（
水
）０
時
〜
21
時

場
所　

北
秋
田
市
小
猿
部
地
区（
空
港

緑
地
広
場
・
中
央
公
園
・
鷹
巣
南
中
学
校

な
ど
が
地
区
内
に
あ
り
ま
す
）

内
容　

15
分
以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
の「
参
加
率
」を
競

い
ま
す
。農
作
業
で
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
、地
区
の
住
民
以
外
の
方
で
も

人
数
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

報
告　

沢
口
公
民
館
へ
参
加
カ
ー
ド
を

問 届
け
る
か
電
話
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、参
加
カ
ー
ド
は
沢
口
公
民
館
・

七
日
市
公
民
館
・
鷹
巣
体
育
館
の
窓
口

に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
沢
口
公
民
館　

☎
62‐

４
８
２
９

　
「
秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
」受
講
生
募
集

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
を
充
実
し
て
過
ご

す
た
め
の
入
門
講
座
を
実
施
、
県
内
３

会
場
で
開
催
し
ま
す
。

受
講
資
格　
県
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

（
22
・
23
年
度
の
受
講
者
を
除
く
）

【
北
秋
田
会
場
】

開
催
期
間　
６
月
か
ら
12
月

（
毎
月
１
回
、
計
７
回
を
予
定
）

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

募
集
定
員　
30
人

受
講
料　

２
０
０
０
円

申
込
締
切　
５
月
31
日（
木
）

　
　
秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

☎
０
１
８‐

８
２
９‐

２
８
８
８

問

料

前売

料

■５月16日（水）全血 【鷹巣地区】

10:00～10:50

■５月26日（土）全血 【鷹巣地区】
　※ふれあい献血

11:10～12:20

13:30～14:30

15:00～16:30

①10:00～12:00 ②13:00～16:00

お
知
ら
せ

問



　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
国
民
年
金

　
の
免
除
に
つ
い
て

　
次
に
あ
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
、
ご
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
、
最
大
で
平
成
23
年
２
月
分
か
ら
平

成
24
年
６
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
方

(1)
被
災
に
伴
い
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他

の
財
産
が
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上

の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方

(2)
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
「
避
難
指
示
」
や
「
屋

内
退
避
」
の
指
示
を
受
け
た
地
域
に
、

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
住
所
が

あ
っ
た
方

○
福
島
県
内
で
対
象
と
な
る
市
町
村

田
村
市
／
南
相
馬
市
／
川
俣
町
／
広
野

町
／
楢
葉
町
／
富
岡
町
／
川
内
村
／
大

熊
町
／
双
葉
町
／
浪
江
町
／
葛
尾
村
／

飯
舘
村
／
※
い
わ
き
市

※「
い
わ
き
市
」
に
つ
い
て
は
平
成
23

年
２
月
か
ら
平
成
23
年
６
月
分
ま
で
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
の
期
限　
免
除
申
請
手
続
き
の
期

限
は
、
３
月
の
法
改
正
に
よ
り
平
成
24

年
６
月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
の
詳
細

や
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
区
町

村
又
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０‐
０
５‐
１
１
６
５

　
山
菜
取
り
の
事
故
に
注
意
を

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
た
く
さ
ん
の

山
菜
採
り
愛
好
家
が
山
へ
入
り
ま
す
が
、

道
に
迷
っ
た
り
、
ク
マ
に
遭
遇
す
る
な

ど
の
事
故
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
で
も
毎
年
の
よ
う
に
遭
難
事
故

が
発
生
し
、
警
察
・
消
防
等
が
出
動
し

て
い
ま
す
。
慣
れ
た
山
で
も
油
断
す
る

と
事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
の
敷
地
か
ら
山
菜
を
取
っ
て

い
く
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反
も
通
報
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62‐
６
６
２
８

　
60
歳
支
給
開
始
の
つ
な
ぎ
年
金
も

　
あ
り
ま
す 

〜
国
民
年
金
基
金
〜

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
の
上

積
み
年
金
と
し
て
、
ご
自
分
で
設
計
し
、

掛
け
金
を
増
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
掛
け
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
も

「
公
的
年
金
等
控
除
」
が
あ
る
た
め
、

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
か
ら
国
民
年
金
が
支
給

さ
れ
る
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
年
金
」
と
し

て
の
受
給
も
可
能
で
、
仮
に
将
来
、
国

民
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ

ら
れ
て
も
、
国
民
年
金
と
は
運
営
主
体

等
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
基

金
の
受
給
で
き
る
年
齢
が
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
入
で
き
る
条
件

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

③
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
方

　
　
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０‐
６
５‐
４
１
９
２

　
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫

　
県
で
は
不
要
に
な
っ
た
絵
本
、
眠
っ

て
い
る
絵
本
を
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
、
再
活
用
す
る
「
ス

ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
回
収
す
る
本

　
幼
児
向
け
・
小
学
校
低
学
年
向
け
の

絵
本
（
痛
み
が
少
な
く
再
利
用
に
十
分

耐
え
ら
れ
る
も
の
）

○
回
収
方
法

　
県
立
・
市
町
村
図
書
館
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。（
図
書
館
が
な
い
市
町
村
は

公
民
館
図
書
室
で
受
付
し
て
い
ま
す
）

○
回
収
期
間

　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
回
収
し
た
絵
本
は
希
望
す
る
幼
稚

園
・
保
育
園
等
に
配
布
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
５
２
０
０

お
知
ら
せ

問

問問

問

日時　６月１日（金）10：00 ～ 15：00
場所　北秋田市では４会場で行います　
　　　▽交流センター
　　　▽合川老人憩いの家「ことぶき荘」
　　　▽森吉コミュニティセンター
　　　▽阿仁山村開発センター

　東日本大震災による差別や偏見、子どもや高
齢者への虐待、近隣との争いごとなど悩み事や
困りごとはありませんか。
　人権擁護委員の日に伴い、特設相談所を次の
とおり開設し、人権擁護委員が相談に応じます。

人権擁護委員…地域住民の人権が侵害されない
よう常に注意を払い、もし人権が侵害されたと
きは、その相談を受けると共に被害救済のため
の処置をとるなどの活動をしています。

問　　総務課総務班　☎62‐1111

　市では、市民の皆さん自らが地域のことを考え、
自発的に地域課題の解決や地域振興などに取り組
む団体に対して、補助金を交付しています。
　今年度は補助率をアップし、経費の最高70％を
補助します。日頃感じている想いをできることか
ら行動で形にしてみませんか。

生活課地域推進班　☎62‐6628問

交付される補助金の額
補助対象経費×補助率＋加算額

補助対象経費
30万円以下
50万円以下
100万円以下
100万円超え

補助率（Ａ）
70％以内
60％以内
50％以内
45％以内

加算額（Ｂ）
0円

３万円
８万円
13万円

（Ａ）　　　（Ｂ）

１回目
２回目
３回目
４回目
５回目

５月18日（金）
６月29日（金）
８月17日（金）
９月28日（金）
11月９日（金）

※応募状況によっ
ては募集を打ち切
りますので、申し
込み前にお問い合
わせください

応募の締め切り

応募方法
　申込書を記入し、生活課地域推進班まで提出
してください。
　詳しい内容や様式を記載した募集要項は、各
庁舎および各地区公民館へ備え付けるほか、市
のホームページからダウンロードできます。

「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
助
成
対
象
と
な
る
方

①
北
秋
田
市
に
住
所
を
有
す
る
、
接

種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
・
肺
・

腎
機
能
等
に
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

③
１
回
目
の
接
種
か
ら
５
年
以
上
経

過
し
、
医
師
に
再
接
種
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
方

■
助
成
実
施
期
間　

　
５
月
１
日
〜
平
成
25
年
１
月
31
日

■
助
成
金
額

　

１
人　
３
０
０
０
円

■
自
己
負
担
額

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
料
金
が

異
な
り
ま
す
が
、
助
成
金
額
を
差
し

引
い
た
額
が
自
己
負
担
額
で
す

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
申
込
み
方
法

　
左
記
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

へ
事
前
に
電
話
予
約
の
う
え
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
電
話
番
号
は

30
ペ
ー
ジ
の
夜
間
当
番
医
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

■
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　
北
秋
田
市
民
病
院
／
う
え
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
児
玉

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
近
藤
医
院
／

佐
々
木
産
婦
人
科
医
院
／
た
む
ら
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
鷹
巣
病
院
／
津
谷

内
科
／
奈
良
医
院
／
藤
原
医
院
／
盛

岡
外
科
医
院
／
国
民
健
康
保
険
合
川

診
療
所
／
市
立
米

内
沢
診
療
所
／
市

立
阿
仁
診
療
所　

（
順
不
同
）

　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

　市の人権擁護委員について、４月１日付けで
法務大臣の委嘱発令がありました。
【退任】　松橋　幾子　氏（阿仁地区）
【退任】　高橋　和平　氏（阿仁地区）
【再任】　栗谷　幹丈　氏（阿仁地区）
【再任】　奥山　亮修　氏（森吉地区）
【新任】　田口　鐘子　氏（阿仁地区）
【新任】　柴田　由枝　氏（阿仁地区）

　
市
で
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
に
公
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
の
す
べ
て
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
１
回
の
接
種
で
感
染
す
る
機
会
の
多
い
肺
炎
球
菌
の
ほ
と
ん
ど

に
対
し
有
効
な
免
疫
が
で
き
、
免
疫
持
続
期
間
は
約
５
年
間
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
に
置
い
て
あ
る
啓
発
資

料
を
よ
く
読
み
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

※６月３日（日）「ふるさと踊りと餅っこまつり」では、
人権擁護委員による街頭啓発を予定しています

特設人権相談所を開設します
市民提案型まちづくり事業補助金  募集中６月１日は人権擁護委員の日です

〜
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
〜
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秋
田
県
育
英
会
の
奨
学
生
募
集

応
募
資
格　
平
成
24
年
４
月
に
文
部
科

学
省
所
管
の
大
学
、
短
期
大
学
に
入
学

し
、
１
年
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
の
他
、

４
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

申
込
期
間　
５
月
７
日（
月
）〜
28
日（
月
）

募
集
人
員　
30
人
程
度

貸
与
額　
５
万
円（
月
額
）

貸
与
期
間　
在
学
す
る
大
学（
短
大
）

正
規
の
最
短
修
業
年
限

返
還
期
間　
貸
与
期
間
の
３
倍
の
期
間

（
無
利
息
で
す
が
、
正
当
な
理
由
が
な

く
、
返
還
さ
れ
な
い
場
合
に
は
延
滞
利

息
が
課
さ
れ
ま
す
）

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
㈶
秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８‐

８
６
７‐

２
３
１
１

　
無
料
法
律
相
談
〜
男
女
間
ト
ラ
ブ
ル

　
男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
法
的
な
解

決
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
無
料

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
15
日（
火
）
13
時
〜
15
時

定
員　

４
人（
１
人
30
分
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所

申
込
期
限　
５
月
14
日（
月
）ま
で

そ
の
他　
相
談
中
は
託
児
が
可
能
で
す

（
予
約
必
要
）

　
　
秋
田
県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
相
談
室

☎
０
１
８‐

８
３
６‐

７
８
４
６

　
歩
行
者
と
運
転
手

　「
手
で
合
図
し
合
う
運
動
」の
推
進

歩
行
者
の
方
へ

　
横
断
歩
道
で
は
手
で
合
図
。
車
が
止

ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
手
の
方
へ

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
横

断
者
が
合
図
し
た
ら
一
時
停
止
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
お
互
い
、
思
い
や
り
の
心
で
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐

１
２
４
５

　『
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
』か
ら
の
お
知
ら
せ

　
北
秋
田
市
介
護
予
防
拠
点
施
設
「
げ

ん
き
ワ
ー
ル
ド
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
を
整
え
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

毎
月
「
健
康
相
談
・
血
圧
測
定
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　
毎
月
15
日　
10
時
〜
12
時

　
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

☎
60‐

１
３
３
５

　
県
民
と
外
国
出
身
の
学
生
と
の

　
交
流
事
業
の
参
加
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問

【土地】北秋田市阿仁水無字大町８番２
　　　 宅地　290.41㎡

一般競争入札で売却します

問問

問 問

【土地】
（１）北秋田市下杉字狐森43番33
　　 宅地　196.60㎡
（２）北秋田市川井字松石殿１番383
　 　宅地　441.64㎡
（３）北秋田市川井字松石殿１番472
　　 宅地　447.74㎡
（４）北秋田市上杉字金沢57番63
　　 宅地　435.05㎡
【物品】（バッテリーカー）※修理が必要です
（１）スズキ　セニアカー
　　型式…ＥＴ-４Ａ
　　年式…平成12年
　　台数…２台
（２）アラコ　エブリデータイプＳ
　　型式…交 Ｋ98-7
　　年式…平成12年
　　台数…３台　

　「大野台駅前第３団地」の販売価格を変
更します。詳しくは市ホームページをご覧
になるか担当までお問い合わせください。

財政課管財班　☎62-6603申問

市有財産売却等のお知らせ

平成24年度　北秋田市提案公募型特産品活性化推進事業
魅力ある特産品の開発等に助成します

◆事業の目的
　本市の原材料等を活かし、意欲がある団体若し
くは個人の創意工夫、異業種との連携等を通して
の魅力ある特産品の創出及びその他地域振興が期
待できる事業提案を広く公募し、その事業の展開
を支援することにより、本市の地域活性化を図る。
◆事業実施期間　平成25年３月31日（日）まで
◆申請期日　　　平成24年５月10日（木）から
　　　　　　　　平成24年６月20日（水）まで
◆申請書類　事業認定申請書／事業計画書／事業
収支予算書／その他

◆補助対象経費
　新規特産品開発、既存特産品の改良に係る費用
謝金／旅費／研究開発費（原材料費・機械装置等整
備費・借上料・外注加工費・試験検査手数料等）
／事務費（印刷製本費・通信運搬費・調査研究費・
広告宣伝費・消耗品費・パッケージ等のデザイン料）
／委託費／その他市長が認める経費
◆補助率　補助対象経費の２分の１
◆補助金上限額　５０万円
◆プレゼンテーション審査
　審査日：平成24年７月中旬
　審査場所：市役所森吉庁舎２階大会議室
　審査員：北秋田市特産品推奨認定委員
◆お問い合わせ
　商工観光課商工労働班　☎72－3112
　　　　　　　　　　　　　72－3226

〈市有財産・阿仁合財産区有地　共通〉
○入札参加受付
　期間　５月１日（火）～５月18日（金）
　時間　8:30 ～ 17:15　※土日祝を除く
○入　札　日
　日時　５月22日（火） 10:00 ～　
　場所　市役所３階大会議室

昨年度の審査会

市有財産の売却

阿仁合財産区有地の売却
一般競争入札で売却します

申込受付　５月１日（火）から

宅地分譲の価格を変更します
～大野台駅前第３団地～

　南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2
　簡易耐火２階建２ＤＫ　月額　9,400円～12,100円
　トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無
　林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★
　木造平屋１戸建３ＤＫ　月額　9,600円～16,900円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
　田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢5-6 ほか
　木造２階長屋建２ＬＤＫ　月額　19,700円～ 41,500円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費400円）
　伊勢ノ森団地･･･米内沢字伊勢ノ森37-18★
　木造２階建１戸建３ＬＤＫ　月額23,800円～46,800円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
　東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1
　簡易耐火２階建２ＤＫ　月額　10,500円～20,700円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
　三両団地･･･阿仁水無字寺後1-5★
　木造平屋１戸建３ＤＫ　月額　10,500円～20,600円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
　上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★
　木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額　16,400円～32,300円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
　上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏17-1★
　木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額　19,400円～38,100円
　トイレ:水洗　給湯:有　浴室：ユニットバス
　上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
　木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額　42,000円～73,000円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
　諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33-1★
　木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額　50,000円～70,000円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
　サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
　鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ
　月額　43,100円　共益費　800円
　駐車場使用料　3,000円（希望者）　〔募集戸数〕各階１戸
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有
※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】５月１日（火）～ 14日（月）土日祝除く
【申込み先】都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総合窓口
センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】
日時　５月８日（火）又は９日（水）
　　▽森吉地区　 9：00～　▽阿仁地区　11：00～　
　　▽鷹巣地区　13：30～　▽合川地区　15：30～
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いただ
き、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

問 都市計画課都市計画住宅班　☎72-5246

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

(２階を除く)
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

電話番号
62－1155
62－1101
62－7001
62－7001
62－7001
63－2700
69－7311
60－1055
78－3161
62－2261
62－7001
63－0515
62－1146
62－2882
63－0105
62－1400
72－4501
63－2700
62－2261
62－1101
60－1055
69－5300
78－3161
63－0515
63－0105
62－1155
69－7311
62－1146
62－2882
62－1400
82－2351

医 療 機 関 名
近 藤 医 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
うえだクリニック
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
石川耳鼻咽喉科医院
米 内 沢 診 療 所
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
盛 岡 外 科 医 院
うえだクリニック
毛利整形外科クリニック
国民健康保険合川診療所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
藤 原 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
阿 仁 診 療 所

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方で
す。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、
診療に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 18：30～ 21：00）

善　
　

意

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
 小平ミキさん （材木町）
 明治４５年４月１日生まれ

４月２日の祝品贈呈式（特別養
護老人ホーム青山荘）
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5
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

両
館
と
も
（
２
、
３
、
４
、
５
、
９
、

16
、
20
、
23
、
30
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78‐

４
０
２
５

（
７
、
14
、
21
、
28
日
）

人口と世帯数

※３月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,298人（158人減）
　男　　17,010人（61人減）
　女　　19,288人（97人減）
出　生　13人　転　入　139人
死　亡　55人　転　出　255人
世帯数  14,448世帯（12世帯減）

前月比

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
３
月
》

▽
慶
弔
費　

４
万
２
３
８
８
円（
６
件
）

▽
会　
費　
５
万　
８
０
８
円（
９
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
６
１
８
０
円（
２
件
）

▽
合　
計　
９
万
９
３
７
６
円（
17
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

北秋田市民病院

休診日　耳鼻咽喉科＝５月10日（木）　
休診日　精神科＝５月24日（木）、25日（金）

◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診
☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もあります
（☎は24時間受付）

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
菅
原
直
登 

様
よ
り

　
書
籍
一
冊

▼
成
田
知
枝 

様
よ
り

　
油
彩
画
（
Ｆ
20
号
）
一
点

　
　
財
政
課
管
財
班　
☎
62‐６
６
０
３

お
知
ら
せ

長
岐
建
設
▽
農
業
災
害
復
旧
工
事
（
18

工
区
）
／
７
２
９
万
７
５
０
０
円
／
か

つ
ら
造
園
建
設
㈱
▽
農
業
災
害
復
旧
工

事
（
19
工
区
）
／
１
１
６
０
万
２
５
０

０
円
／
㈱
大
川
建
設
▽
農
業
災
害
復
旧

工
事
（
20
工
区
）
７
２
４
万
５
０
０
０

円
／
㈱
大
川
建
設
▽
農
業
災
害
復
旧
工

事
（
24
工
区
）
／
７
２
８
万
７
０
０
０

円
／
㈲
松
尾
土
木
▽
農
業
災
害
復
旧
工

事
（
５
工
区
）
／
１
４
２
８
万
円
／
㈲

丸
栄
建
設
▽
農
業
災
害
復
旧
工
事
（
23

工
区
）
／
２
３
７
３
万
円
／
㈱
津
谷
組

▽
農
業
災
害
復
旧
工
事
（
15
工
区
）
／

１
２
１
２
万
７
５
０
０
円
／
秋
田
機
械

建
設
㈱
▽
面
整
備
工
事
（
鷹
巣
処
理
区

そ
の
６
）
／
２
７
０
９
万
円
／
朝
日
建

設
㈱
▽
舗
装
新
設
工
事
（
市
道
大
野
台

幹
線
）
／
５
７
８
３
万
４
０
０
０
円
／

㈱
佐
藤
庫
組

の納期限税

５月31日まで
固 定 資 産 税

問
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森吉山阿仁側コース
山開き清掃登山

森吉山阿仁側コース
山開き清掃登山

森吉山阿仁側コース
山開き清掃登山

竜ヶ森山開き竜ヶ森山開き竜ヶ森山開き

◎お申込み・お問い合わせ　　商工観光課 観光振興班　☎72-5243

■お知らせ　山開き終了後、比内ベニヤマ荘にて
竜ヶ森整備促進協議会懇親会(会費1,500円)を開催し
ます。参加希望の方は申込みの際にお伝えください。

■申込　５月14日（月）～５月21日（月）
※希望される方は、シルバー人材センター前８時発
の送迎バスをご利用できます（要申込・先着25人）

■申込締切　５月25日（金）
　※希望される方は、市役所阿仁庁舎前７時50分発
　の送迎バスをご利用できます（要申込・先着25人）

※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください

■期日 ６月１日（金）
集合　９時30分～東ノ又コース登山口

開会式　８時30分～ブナ帯キャンプ場

■コース　ブナ帯キャンプ場－石森－山頂－
　　　　　阿仁避難小屋－下山－ブナ帯キャンプ場

■期日６月２日（土）
※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください

秋田内陸線 のりものまつり秋田内陸線 のりものまつり秋田内陸線 のりものまつり

期日
時間
阿仁合駅前広場阿仁合駅前広場
10時～16時

場所

ＪＲ鷹ノ
巣駅

内陸線
鷹巣駅

奥羽本
線

●北都銀行

げんきワールド●
W.C

きむら●

●のーそん

●秋田銀行

県道１
０２号

●児童公園ローソン●

第28回ふるさと踊りと
　　　　　餅っこまつり

【開催に伴う交通規制】

 9:30～16:00

13:00～16:00

※県道102号については、
交通規制はありません
が、14時から15時30分
のパレード通過時に警
察の誘導があります

【お問い合わせ】
　北秋田市商工会
　☎62-1850

入場無料

【お問い合わせ】秋田内陸活性化本部　☎82-2114

5月19日（土）・20日（日）

鉄道模型（Ｎゲージ）による運転体験鉄道模型（Ｎゲージ）による運転体験

バス・救急車・パトカーの展示バス・救急車・パトカーの展示

食堂・物販コーナー 軌道バイク体験乗車

内陸線車両基地の見学、運転手体験内陸線車両基地の見学、運転手体験

など

豪雪の影響により登山の安全が確保できない場合は、
日程及び登山コースを変更する場合があります。

開催日６月３日（日）編
集・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　
〒
０
１
８-

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号　
☎
０
１
８
６-

62-

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６-
63-
２
５
８
６　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://w

w
w

.city.kitaakita.akita.jp
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